
　

千
葉
県
我
孫
子
市
、
Ｊ
Ｒ
新
木
駅
か

ら
徒
歩
８
分
の
住
宅
街
に
あ
る
、
帝
人

ソ
レ
イ
ユ
の
ポ
レ
ポ
レ
フ
ァ
ー
ム
を
訪
ね

た
。
畑
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
年
間

１
０
０
種
類
に
も
お
よ
ぶ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

野
菜
や
食
用
バ
ラ
、
胡
蝶
蘭
を
栽
培
し

て
い
る
。
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の

あ
る
10
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
近
隣
農
家

の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
畑
や
農
作
物
の
手
入
れ
、
収
穫
、
出

荷
準
備
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
、

収
穫
し
た
ネ
ギ
の
泥
を
洗
い
落
と
し
、

３
本
ず
つ
丁
寧
に
フ
ィ
ル
ム
で
包
装
す

る
作
業
中
。
１
日
に
２
０
０
パ
ッ
ク
を
出

荷
し
、
他
の
野
菜
と
合
わ
せ
て
「
旬
の

お
ま
か
せ
野
菜
セ
ッ
ト
」
と
し
て
宅
配
さ

れ
る
ほ
か
、
一
部
は
一
般
の
流
通
に
乗
っ

て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
並
ぶ
。

　

帝
人
グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社（
※
）

で
あ
る
帝
人
ソ
レ
イ
ユ
は
、
事
業
の
柱
と

し
て
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト
（
事
務
補
助
な

ど
）と
農
業
を
掲
げ
て
い
る
。
障
が
い
者

福
祉
と
農
業
を
組
み
合
わ
せ
た
「
農
福

連
携
」は
、
障
が
い
者
の
就
労
や
生
き
が

い
づ
く
り
の
場
を
生
み
出
す
だ
け
で
な

く
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
が
進
む
農

業
分
野
で
新
た
な
働
き
手
の
確
保
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
近
年
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
障
が
い
の
あ
る
方

が
働
い
て
い
た
生
産
工
場
が
海
外
に
移

転
し
た
り
、
オ
フ
ィ
ス
環
境
に
馴
染
み

に
く
い
障
が
い
特
性
を
も
っ
た
方
も
い
る

中
で
、
農
業
分
野
に
は
働
く
場
と
し
て

大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
事
業

を
統
括
す
る
鈴
木
さ
ん
は
話
す
。

　
「
特
例
子
会
社
を
作
っ
て
農
業
を
や
り

た
い
ん
だ
け
ど
、一
緒
に
や
ら
な
い
？
」。

２
０
１
７
年
１
月
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
の

同
じ
フ
ロ
ア
で
働
く
鈴
木
さ
ん
と
黒
木  

忠
さ
ん
（
現
：
帝
人
フ
ァ
ー
マ 

リ
ハ
ビ

リ
事
業
推
進
班
）が
、
升
岡
さ
ん
に
か
け

た
一
言
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
う
つ
病
で
休

業
中
に
触
れ
た
家
庭
菜
園
で
、
農
業
の

癒
し
を
実
感
し
、
本
気
で
就
農
を
考
え

た
鈴
木
さ
ん
と
、
障
が
い
の
あ
る
我
が

子
の
将
来
を
案
じ
る
黒
木
さ
ん
と
升
岡

さ
ん
。
３
人
の
情
熱
を
エ
ン
ジ
ン
に
、
本

業
を
抱
え
な
が
ら
の
特
例
子
会
社
設
立

に
向
け
た
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
実
は
帝
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
、

障
が
い
者
雇
用
は
対
応
を
迫
ら
れ
る
課

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
升
岡
さ
ん

は
言
う
。
国
は
障
が
い
者
の
法
定
雇
用

率
（
２
・
２
％
、
２
０
２
１
年
３
月
か
ら

２
・
３
％
）
を
定
め
て
い
る
。
達
成
で
き

な
け
れ
ば
社
名
が
公
表
さ
れ
、
企
業
イ

メ
ー
ジ
が
低
下
す
る
。
し
か
し
、
雇
用

の
中
心
で
あ
る
身
体
障
が
い
者
は
売
り

今回は、「農福連携」を通じて障がい者の雇用と自立を支援する皆さんにフォーカスします。

1984年帝人入社。現マテリアル事業
の設備担当を経て、ジョブチャレンジ
制度で在宅医療事業に転籍。営業担
当やコールセンター長などを担当し、
2019年4月から帝人ソレイユに出向。

帝人ソレイユ
農業事業部
胡蝶蘭事業グループ長
升岡 圭治さん

2003年帝人にキャリア入社。
医薬・在宅医療の事業開発や
戦略企画を担当し、2019年4月
から帝人ソレイユに出向。

帝人ソレイユ
統括マネージャー
兼 農業事業部長
鈴木 崇之さん

障
が
い
者
が
働
く

「
ポ
レ
ポ
レ
フ
ァ
ー
ム
」

人と人の出会いから生まれる「化学反応」の物語。

ChemistryHuman

→

→

特
例
子
会
社
設
立
へ

※ 

特
例
子
会
社
：

　

 

企
業
が
障
が
い
者
雇
用
を
目
的
に
設
立
す
る
子
会

社
。
親
会
社
が
、
障
が
い
者
の
雇
用
に
特
別
な
配

慮
を
し
た
子
会
社
を
設
立
し
た
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
で
、
親
会
社
と
合
わ
せ
て
障
が
い
者
の
雇
用

率
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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手
市
場
で
新
規
採
用
が
難
し
く
、
一
方

で
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

の
雇
用
は
受
け
入
れ
る
現
場
の
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
。「
特
例
子
会
社
に
集
約

す
れ
ば
雇
用
し
や
す
く
な
る
、
そ
ん
な

思
い
は
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分

が
提
案
を
通
せ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
事
業
企
画
の
経
験
が
豊
富
な

鈴
木
さ
ん
と
一
緒
だ
か
ら
こ
そ
で
き

た
ん
で
す
」（
升
岡
さ
ん
）。

　

役
員
へ
の
提
案
、
事
業
計
画
の
策
定
、

社
内
調
整
、
必
要
な
資
格
の
取
得
…
、

新
会
社
立
ち
上
げ
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
い
く

つ
も
乗
り
越
え
て
、
２
０
１
９
年
２
月
に

帝
人
ソ
レ
イ
ユ
が
誕
生
し
た
。「
社
内
で

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
私
が
学
ん
だ
社
会
人
向

け
の
農
業
学
校
で
知
り
合
っ
た
方
々
や
、

『
福
祉
の
我
孫
子
』と
言
わ
れ
る
ほ
ど
理

解
の
あ
る
行
政
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁

で
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
鈴
木
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　

現
在
の
課
題
は
事
業
の
黒
字
化
だ
。

雇
用
率
を
維
持
・
達
成
す
る
こ
と
に

加
え
、
い
ず
れ
会
社
と
し
て
収
益
を
問

わ
れ
る
の
は
必
然
で
あ
る
。「
も
う
一

つ
大
き
い
の
が
従
業
員
の
働
き
が
い
で

す
。
黒
字
化
し
て
こ
そ
誇
り
を
も
っ
て

働
け
る
。
だ
か
ら
収
益
に
は
徹
底
的
に

こ
だ
わ
り
ま
す
」（
升
岡
さ
ん
）。
切
り

札
は
、
障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る

千
葉
県
富
津
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
ｌ
ｏ

ｎ
Ａ
ｌ
ｏ
ｎ
の
取
り
組
み
か
ら
示
唆
を

得
て
、
昨
年
10
月
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ

た
胡
蝶
蘭
。
台
湾
か
ら
仕
入
れ
た
苗
を

６
カ
月
育
て
て
出
荷
す
る
。
１
鉢
の
価

格
は
３
万
円
程
度
と
高
額
で
利
益
も
大

き
い
。
仕
事
を
通
じ
て
得
た
知
り
合
い

な
ど
、
様
々
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
拡
販

を
進
め
て
い
る
。「
昨
年
、
我
孫
子
農
場

に
来
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
も
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す（
笑
）」（
鈴
木
さ
ん
）。

　

販
売
目
標
は
年
間
１
万
２
０
０
０
本
、

４
０
０
０
鉢
だ
。「
そ
こ
ま
で
売
れ
れ
ば
、

雇
用
す
る
人
数
も
増
や
し
、
黒
字
化
も

実
現
で
き
ま
す
。
取
り
組
み
が
広
く
知

ら
れ
る
こ
と
で
、
世
の
中
を
変
え
て
い

く
こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は

夢
を
語
る
。「
実
現
の
た
め
に
は
、グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
我
孫
子
ま
で
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
来
て
、見
て
、

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
私
た
ち
の
力
に

な
り
ま
す
」。

　

メ
ン
バ
ー
の
思
い
は
形
に
な
っ
た
。

今
、
さ
ら
な
る
可
能
性
を
広
げ
る
た
め

に
、
鈴
木
さ
ん
た
ち
の
挑
戦
は
続
い
て

い
く
。

1  胡蝶蘭の仕立ての様子　 2  鉢ごとに貼るタグを作成　 3  障がいの有無を問わない作業しやすい
環境　 4  合わせて1haの広さがある畑（サツマイモ収穫中）　 5  旬のおまかせ宅配野菜セットは

「美味しい！」と大好評　 6  レストランやケーキ店への販売を目指す食用バラ

鈴木さんから、Facebookに突然見学希望のメッセージが送ら

れてきたのが出会いの始まり。当法人が運営する胡蝶蘭農園

「オーキッドガーデン」を熱心に見学されたことを記憶しています。

鈴木さん・升岡さんは私の「同志」です。自宅に黒木さんを交えた

三人を招き、酒を酌み交わし、夜通し語り合ったことは忘れられな

い思い出です。そんな関わり方ができたことが、私の大きな財産に

なっています。

大企業が動かなければ日本は変わりません（それは障がい者雇

用を含めて全てに共通していることです）。多くの大企業が農福

連携に投資することで、知的障がい者と精神障がい者の就労環

境は飛躍的に改善すると考えています。

日本の農業は高齢化により衰退の一途をたどっています。私は

農福連携が日本の農業を救うと信じて疑いません。帝人ソレイユ

さんには、日本の障がい者の就労環境の改善だけでなく、日本の

農業を救う第一歩として、農福連携のモデルケースになっていた

だきたいと考えています。AlonAlonも全力で協力していきます。

黒
字
化
で
従
業
員
に

誇
り
と
や
り
が
い
を

障がい者雇用×農業のコラボが拓く新たな地平線

外から見た帝人ソレイユ

→

NPO法人 AlonAlon
理事長

那部 智史さん（左）
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